
コロナ後の世界となり、以前とは異なった社会となっていきます。これまで当たり前と思わ

れていた、価値観や役割が問い直されています。現代日本の中で、困難な状況に置かれる若

い女性たちや疲れた方たち。それは、イエスが癒した女性や病気を抱えた人々と重なります。

誰もが自分らしく生き、互いのあり方を認めあえるようなになるためには、どうすればよい

のでしょうか。ともに探っていきましょう。

2023年9〜12月 真生会館土曜午後シリーズ講座

分断から包括へ

―互いの「自分らしさ」を認めあおう―

会場受講申込書 2023年9〜12月 土曜講座 互いの「自分らしさ」を認めあおう

ご希望の受講日に✔️をお願いします。 □10/7    □11/18    □12/2
    ふりがな

お名前

電話番号 E-mail

記入日 年 月 日

土曜日14:00〜16:00

公益財団法人真生会館

〒160-0016 東京都新宿区信濃町33-4

JR総武線信濃町駅から徒歩１分

Tel  : 03-3351－7121  

Fax : 03-3358－9700 

E-mail: class@catholic-shinseikaikan.or.jp

公式サイト

https://www.catholic-shinseikaikan.or.jp

講師プロフィール等詳細は別チラシまたは公式サイトをご覧ください。

会場、ZOOMいずれも各回1,000円
学生は無料（学生証をご提示ください) 公式サイト

10月7日 橘 ジュン（NPO法人BONDプロジェクト 代表）

「自分がいてもいい場所」を求める少女たち

11月18日 「憩いの家 水いっぱい」運営スタッフのみなさん

人の孤独に寄り添う 「憩いの家 水いっぱい」の活動

12月2日 久保 文彦（上智大学基盤教育センターキリスト教人間学領域講師）

イエスと病人たち イエスが行った癒やしの意味を考える
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